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2〜3 関西知夫会・知夫村成人式
4 決算報告・職員の給与等報告
5 議会だより
6 教育委員会だより／建設課だより
7 ホテル知夫の里通信／新しい先生の紹介
8 ふるさとで暮らしませんか
9 Iターン紹介／ふるさと知夫寄附金のお礼

10 夏から秋  知夫のできごと
11 こんにちは～番頭です／戸籍コーナー
12 村の暮らしとぬくもり

小中学校音楽会
中学生男子の勇壮な皆一太鼓から始まった小中学校音楽会。
46名の歌声と奏でる楽器の音が聴いている人たちを心地よ
くしてくれました。「ちぶりの子だけんこそ、こげして、みん
なで歌うだわい」と囁く声。こどもたちは知夫の宝物です。小さな島  みなファミリー  知夫里島
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今
回
の
関
西
知
夫
会
総
会
は
、
十

月
二
十
五
日
（
日
）
ホ
テ
ル
コ

ム
ズ
大
阪
（
大
阪
市
北
区
）
で
開
催
し

ま
し
た
。
数
え
て
三
十
八
回
目
と
な
る
。

宿
初
代
会
長
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
知

夫
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多

く
の
み
な
さ
ん
に
、
改
め
て
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
大
盛
況
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
何
回
も
知
夫
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ

た
総
会
は
初
め
て
で
し
た
。
故
郷
か
ら
、

矢
田
村
長
を
は
じ
め
十
三
名
の
皆
様
が

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
す
。
特

に
隠
岐
民
謡
は
大
好
評
で
、
あ
ざ
み
会

の
み
な
さ
ん
の
出
演
に
よ
り
、
華
や
か

な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
次

か
ら
次
に
登
場
す
る
歌
と
踊
り
の
飛

び
入
り
に
賞
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
こ

れ
こ
そ
が
知
夫
会
の
特
徴
で
あ
り
、
家

族
的
と
評
価
さ
れ
る
所
以
と
思
い
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
参
列
し
て
い
た
だ
い

た
、
尼
崎
島
根
県
人
会
の
会
長
さ
ん
、

関
西
隠
岐
人
会
の
役
員
の
皆
様
、
そ
し

て
、
N
H
K
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
だ
ん
だ

ん
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に
も
大
い

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
総
会
は
、
合
計
百
十
七
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
徴
は
、

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
こ

と
で
、
こ
れ
は
、
知
夫
か
ら
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
同
級
生
、
親

戚
等
の
み
な
さ
ん
が
多
数
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

関
西
知
夫
会
総
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

関西知夫会会長

井田　進
（62歳）

第
38
回

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
故
郷
知
夫
か
ら
の
出

席
は
、
知
夫
会
の
参
加
に
大
き
く
影
響

し
、
ま
た
、
知
夫
村
と
出
郷
者
と
の
交

流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
輪
の
広
が
り
こ
そ
が
、

知
夫
会
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
知
夫
か
ら
の

出
席
を
是
非
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
だ
、
我
々
と
し
て
も
知
夫
村
だ
け

に
頼
っ
て
ば
か
り
い
る
訳
に
は
い
か
な

い
の
で
、
知
夫
会
と
し
て
も
、
故
郷
知

夫
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役

に
立
ち
た
い
と
常
々
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
思
い
も
あ

っ
て
、
今
回
の
総

会
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
と
定
住
促

進
に
つ
い
て
会
員

の
皆
様
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
特
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
知
夫
村

を
直
接
支
援
す
る
一
つ
の
方
策
で
す
の

で
、
本
広
報
誌
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
出
郷
者
の
皆
様
に
も
是
非
ご
協
力

お
ね
が
い
し
ま
す
。
来
年
の
総
会
も
、

十
月
三
十
一
日
（
日
）
に
今
年
と
同
じ

場
所
で
開
催
予
定
で
す
。
来
年
も
本
年

同
様
に
楽
し
い
総
会
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
同
級
生
を
始
め
友

人
、
知
人
等
を
お
誘
い
の
上
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

8月14日にふるさとで成人式があり、 数年

ぶりに同級生8人が揃いました。 当日は海上

保安庁による巡視船の体験航海やサプライ

ズゲストとして恩師の吉谷先生も登場し、 短

い時間ではありましたが楽しいひとときを過

ごし、 故郷である知夫里に育ってよかったな

と再認識しました。 またこの機会をいかして

みんなと再会出きる日を楽しみにしています。

この場をかりて、 数ヶ月前からこの成人式

の計画をたてて下さった皆様に感謝いたしま

す。 本当にありがとうございました。

新成人代表　田上　遼

出席者　 金﨑　光　  西村　悠　  宮岡由衣　  藤井孝壮
　　　　 田原正裕　  加藤朝日　  田上　遼　  並河真和　前列
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役
場
に
入
っ
て
三
十

六
年
、
初
め
て
知
夫
会

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
こ
と
や
他
の
知
夫
人
会
の
こ
と
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
知
夫
か
ら
、
矢
田

村
長
、
徳
田
議
長
、
隠
木
教
育
長
、
井
尻
副

議
長
、
崎
山
定
住
委
員
、
﨑
ホ
テ
ル
支
配
人
、

ア
ザ
ミ
会
か
ら
三
味
線
並
河
広
忠
、
山
本
修

司
、
唄
、
並
松
剛
隆
、
踊
り
、
仲
と
き
子
、

金
﨑
朝
香
、
松
下
絹
衣
そ
し
て
私
、
福
山
の

総
勢
十
三
名
の
大
人
数
で
、
十
月
二
十
五
日

に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
関
西
知
夫
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
総
数
百
十
七

名
、
久
し
振
り
に
出
会
う
な
つ
か
し
い
顔
や

何
か
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
だ
な
あ
～
た
ぶ

ん
○
○
地
区
の
あ
す
こ
の
家
の
人
か
な
あ

～
と
言
う
よ
う
な
大
半
を
占
め
る
緒
先
輩

方
の
他
、
同
級
生
や
兄
姉
も
来
て
い
て
各
テ

ー
ブ
ル
ご
と
に
皆
そ
れ
ぞ
れ
積
も
る
話
に

花
が
咲
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

第
一
部
の
井
田
会
長
を
は
じ
め
来
賓
挨
拶

等
が
終
わ
り
、
第
二
部
が
始
ま
る
と
皆
様
お

待
ち
兼
ね
の
ア
ザ
ミ
会
を
中
心
と
し
た
隠
岐

民
謡
パ
レ―

ド
に
飛
び
入
り
の
唄
や
踊
り
も

出
て
大
盛
況
、
そ
し
て
締
め
は
恒
例
と
な
っ

て
い
る
ら
し
い
盆
踊
り
で
、又
々
、大
盛
況
。同

級
生
や
知
り
合
い
に
感
想
を
聞
い
た
ら
「
今

ま
で
で
一
番
良
か
っ
た
、
こ
ん
な
会
な
ら
来
年

は
も
っ
と
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
し
若
い
人
も

来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」
と
の
言
葉
を
も

ら
い
、我
々
知
夫
宣
伝
隊
一
行
も
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、知
夫
会

役
員
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

関
西
知
夫
会
に
出
席
し
て

福
山
孝
行
（
地
域
振
興
課
）

写
真
撮
影
者　

浪
花
良
夫

関
西
知
夫
会
に
集
ま
れ
！

●
平
成
22
年
度
関
西
知
夫
会
総
会

10
月
31
日
㈰　
午
前
11
時
30
分
〜

ホ
テ
ル
コ
ム
ズ
大
阪
（
大
阪
市
北
区
）
で
開
催

　

関
西
知
夫
会
事
務
局
連
絡
先

：

仲
濱
千
佳
司

電
話 

０
９
０
─

１
４
８
４
─

１
２
２
６

平
成
二
十
一
年
の
知
夫
村
成
人

式
が
八
月
十
四
日
に
知
夫
中

学
校
卒
業
生
男
女
八
名
が
出
席
し

て
知
夫
村
役
場
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
村
を
代
表
し
て
村
長
か

ら
「
知
夫
村
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
生

ま
れ
育
ち
、
学
ん
だ
ふ
る
さ
と
で
す
。

皆
様
の
中
に
は
立
派
な
職
業
人
と
し

て
実
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
学
校
で
勉
学
に
専
念
さ
れ
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
時
々

こ
の
知
夫
村
を
思
い
出
し
て
下
さ

い
。
そ
し
て
、
願
わ
く
ば
こ
の
中
か

ら
知
夫
村
を
元
気
に
す
る
た
め
こ
の

島
に
帰
っ
て
き
て
、
島
づ
く
り
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
。」（
抜
粋
）
と
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
や
や
緊
張
ぎ
み
の
新
成
人

た
ち
で
し
た
が
、
こ
の
後
行
わ
れ
た

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に
よ
る
「
知

夫
里
一
周
」
体
験
航
海
に
出
発
し
た

こ
ろ
に
は
、
い
つ
も
ど
お
り
元
気
よ

く
仲
の
良
い
同
級
生
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
デ
ッ
キ
で

潮
風
を
う
け
て
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や

船
長
さ
ん
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

り
本
物
の
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
っ
て
の

操
船
体
験
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
定
番
の
交
流
会
で
は
新
成

人
た
ち
に
は
内
緒
で
、
中
学
卒
業
時

の
担
任
の
先
生
も
案
内
し
て
参
加
し

て
も
ら
い
、
盛
り
上
が
り
は
ピ
ー
ク

に
達
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
同
級
生
は
一

生
の
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
歩
む
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
仲
良
く
ま
た
元
気
に

「
ふ
る
さ
と
知
夫
村
」
に
帰
っ
て
き

て
下
さ
い
。

関西知夫会の集い関西知夫会の集い
10月28日開催（於：ホテルコムズ大阪）

第38回

�



地方交付税
66.1%

788,833,000円

平成20年度 決算報告決算報告

一般会計
歳入総額

1,192,827,184円

一般会計
歳出総額

1,135,350,593円

議会費 2.2%
24,907,020円

総務費 20.1%
227,854,373円

民生費 12.7%
143,836,488円

衛生費 3.5%
39,412,490円
労働費 0.0%
5,440円
農林水産業費 5.1%
58,512,645円

商工費 2.0%
22,807,729円土木費 5.6%

64,017,226円
消防費 2.6%
29,685,241円

村税 4.0%
48,207,072円 村債 3.9%

46,273,000円
諸収入 2.1%
25,331,404円 繰越金 5.0%

58,955,525円

地方贈与税 1.0%
12,300,000円

利子割交付金 0.0%  238,000円
  配当割交付金 0.0%  51,000円
  株式譲渡所得割交付金 0.0%  21,000円

地方消費税交付金 0.5%
5,781,000円
自動車取得税交付金 0.3%
3,319,000円
地方特例交付金 0.0%
493,000円

分担金負担金 1.3%
14,826,478円

使用料及び手数料 1.5%
18,110,973円

国庫支出金 8.2%
98,016,412円

県支金 5.9%
70,517,922円

財産収入 0.1%
561,928円

寄附金 0.1%
990,470円

繰入金 0.0%
0円

教育費 4.1%
46,938,991円

災害復旧費 0.0%
0円

諸支出金 23.0%
260,927,397円

予備費 0.0%
0円

公債費 19.1%
216,445,553円

（単位：％）

（単位：％）

143,391,660
101,533,427
19,945,795
16,938,288

歳入総額 歳出総額
137,368,914
101,533,427
19,945,795
16,938,288

区　　分
国民健康保険事業
診 療 所 事 業
歯 科 診 療 所 事 業
後期高齢者医療事業

―
15.00
20.00

実質赤字比率 連結実質赤字比率
―

20.00
40.00

実質公債費比率
19.70
25.00
35.00

将来負担比率
114.10 
350.00

知夫村の指数
早期健全化基準
財政再生基準

資金不足比率
―
―

経営健全化基準
20.0
20.0

会計の名称
簡易水道事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

特別会計の決算状況

24,854,208
67,316,712
55,473,613
429,453,703

歳入総額 歳出総額
22,856,817
67,316,712
55,473,613
421,433,566

区　　分
老 人 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業

合　計

（単位：円）

●人件費の状況（普通会計決算）
区　分
20年度

住民基本台帳人口（年度末）（A）
H21.3.31　　663人

歳　出　額　（B）
1,135,351千円

人　件　費　（C）
257,503千円

人 件 費 率（％）
22.7%

●職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分

20年度

職員数A

26人

一人当たりの給与費
B／ A
5,907千円

給　料
98,890千円

職員手当
10,557千円

期末・勤勉手当
44,126千円

計　B
153,573千円

給　　与　　費

●職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成21年4月1日現在）

区　分

知夫村
国

一 般 行 政 職
平均給料月額
307,435円
325,521円

平均年齢
44.6歳
41.5歳

●特別職の報酬等の状況
区　分 給 料 月 額 等

議　長
副議長
議　員

●職員の初任給の状況 知夫村の（　）内は特例条例による減額後の額です （平成21年4月1日）

（平成21年4月1日）

区　　　分

大学卒
高校卒

一般行政職

知　夫　村
決定初任給

172,200円（156,700円）
140,100円（127,400円）

国
決定初任給
172,200円
140,100円

●一般行政職の級別職員数の状況
区　分
標準的な
職務内容
職 員 数
構 成 比

1　級
主 事 補

1人
5％

2　級
主　　事

3人
16.7%

3　級
主任主事
主　　事
4人
22.2%

4　級
係　　長

2人
11.1%

5　級
課　　長
課長補佐
2人
11.1%

6　級
課　　長
課長補佐
7人
38.9%

計

18人
100％

（平成21年4月1日現在）

（平成21年4月1日現在）

●職員手当の状況
区　分

期末手当
勤勉手当

知　夫　村
21 年 度 支 給 割 合

（注）1．知夫村の給与条例に基づく給料表の給区分による職員数である。2．標準的な職務内容とは、それぞれに該当する代表的名職務である。

  〈期末手当〉 〈勤勉手当〉
  6 月期 1.40月分 0.75月分
 12月期 1.60月分 0.75月分
 計   3.0月分   1.5月分
職制上の段階の等級による加算措置

区　分

扶養手当

住居手当
通勤手当

内　　　　　　容 国の制度との異同

国と同じ

国と同じ

1）配偶者　　　　　　13,000円
2）配偶者以外の家族  　6,500円 

 3）配偶者がいない場合の1人目　　　11000円
4）16歳から22歳までの子1人につき　  5000円加算

1）借家等居住者家賃額に応じて支給 （最高27,000円)
通勤距離が2キロ以上の職員について支給2,000円

給
料

報
酬

区　分 給 料 月 額 等

20年度
支給割合

20年度
支給割合

議　長
副議長
議　員

期
末
手
当

（平成21年4月1日現在）

国の制度との異同

国と同じ

平成21年度においては職員給与9～12％カット実施しています。 村
職
員
の
給
与
等
を
公
表
し
ま
す

知
夫
村
職
員
の
給
与
等
の
実
態
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

村
の
職
員
の
給
与
は
、「
地
方
公
務
員
法
」
に
よ
り
、
生
計
費
や
国
・
他
の
地
方
公
共
団

体
の
給
与
、
民
間
企
業
の
従
事
者
の
給
与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
家
公
務
員
給
与
の
人
事
院
勧
告
な
ど
を
考
慮
し
て
、
議
会
の
議
決

を
経
て
定
め
ら
れ
た
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

●健全化判断比率
健全化判断比率は①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、実質公債費比率、
④将来負担比率の4つの指標で構成されており、この中の一つでも「早期健
全化基準」を超えれば早期健全化団体となり、財政健全化計画の作成が必
要となります。知夫村では平成20年度においては下表のとおり4つの比率と
も早期健全化基準を下回りました。

●資金不足比率
資金不足比率は公営企業会計にかかる資金不足額の事
業規模に対する割合で、特別会計毎に算出します。この
比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健
全化基準を超えれば、経営健全化計画の作成が必要とな
ります。知夫村においては下表のとおり簡易水道、下水
道会計ともに資金不足はなかったため資金不足比率は生
じず「―」で表示しています。

平成20年度  健全化判断比率・資金不足比率

平成17年 7月より10％カット　469,000円
平成20年 1月より 5％カット　420,000円
平成17年 7月より10％カット　396,000円
平成18年11月より10％カット　158,000円
平成18年11月より10％カット　131,000円
平成18年11月より10％カット　110,000円

村　長
副村長
教育長

村　長
副村長
教育長

 6月期 1.625月分
 12 月期 1.725月分
 計   3.35月分
 6 月期 1.625月分
 12月期 1.725月分
 計   3.35月分
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議会活動の活性化を目指して

活
動
報
告
知
夫
村
議
会
は
、
島
根
県
町
村
議
会
の
十
三
町
村
で
、

た
だ
一
つ
の
村
議
会
で
あ
り
、
地
方
分
権
化
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
議
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
議
会
自
ら
の
住
民
と
の
協
働
活
動
を
と

お
し
て
の
各
種
施
策
の
企
画
、
立
案
に
参
加
し
て
、
真
の
住
民
の
負
託
に
答

え
る
議
会
の
あ
り
方
を
目
指
し
て
い
る
中
、
平
成
二
十
一
年
三
月
か
ら
九
月

ま
で
取
り
組
ん
だ
議
会
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

知
夫
村
を
九
月
三
十
日
午
前
中

に
出
発
し
て
、
午
後
か
ら
は
松
江
市

の
松
江
ソ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
島
根
に
お

い
て
、
隠
岐
島
内
の
町
村
議
会
議
員

と
議
会
事
務
局
職
員
の
研
修
が
開
催

さ
れ
関
係
者
四
十
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
島
根
を
管

理
し
て
い
る
財
団
、
し
ま
ね
産
業
振

興
財
団
は
県
内
企
業
の
競
争
力
強

化
を
通
じ
て
県
勢
の
拡
大
を
目
指
す

総
合
的
な
産
業
支
援
機
関
で
、
経

営
に
意
欲
的
な
企
業
、
成
長
可
能
性

の
高
い
企
業
や
創
業
者
を
経
営
・
技

術
・
販
路
の
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
て
隠
岐
の
島
内
の
企
業
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

十
月
一
日
に
は
、
島
根
県
町
村
議

会
議
員
研
修
が
開
催
さ
れ
、
県
内

十
三
町
村
か
ら
約
二
〇
〇
名
の
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
、

午
前
中
の
部
で
は
、
講
師
で
あ
る
中

央
大
学
教
授
の
佐
々
木
信
夫
氏
か
ら

は
「
政
権
交
代
と
地
方
分
権
、
町
村

議
会
の
今
後
」
と
題
し
、
地
方
議
会

を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
行
く
の
か
、

町
村
役
場
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か

と
い
っ
た
興
味
深
い
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
講
師
は
、
共

同
通
信
社
の
論
説
委
員
長
で
あ
る
西

川
孝
純
氏
で
、「
鳩
山
新
政
権
で
変

わ
る
日
本
の
政
治
」
と
題
し
て
、
中

央
政
界
の
永
田
町
の
平
素
、
私
た
ち

が
知
ら
な
い
国
会
議
員
の
裏
話
を
交

え
な
が
ら
、
今
後
の
政
治
の
行
方
に

つ
い
て
大
変
に
興
味
深
い
講
演
で
あ

り
ま
し
た
。

一
般
質
問
ニ
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
長
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。（
三

月
～
九
月
分
、
重
複
質
疑
に
つ
い
て
は
省
略
）

◎
高
田
議
員

【
質　

問
】

一
、
矢
田
村
長
の
村
政
目
標
の
達
成
に

つ
い
て

二
、
村
内
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

三
、
赤
壁
観
光
道
路
の
延
長
整
備
に

つ
い
て

四
、
畜
産
収
入
目
標
一
億
五
千
万
円
達

成
方
策
に
つ
い
て

五
、
知
夫
村
に
お
け
る
観
光
事
業
の

隠
岐
島
町
村
議
会
議
員
研
修
・
島
根
県
町
村

議
会
議
員
研
修
に
参
加
し
て
（
松
江
市
に
て
）

知夫村議会は、活力
ある村づくりを目指して
毎月、全員協議会と各
常任委員会を開催して、
村の活性化策について、
協議、検討を行ってい
ます。村内8名の議員が
おりますので忌憚のな
いご意見をお聞かせく
ださい。村づくりに活か
したいと思います。

徳
田
議
長

井
尻
副
議
長

皆様の声をお聞かせください

位
置
づ
け
と
振
興
策
に
つ
い
て

六
、
地
産
地
消
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

七
、
定
住
促
進
の
目
標
実
現
に
つ
い
て

八
、
社
会
教
育
、
公
民
館
活
動
の
推
進

に
つ
い
て

【
答　

弁
】

一
、
畜
産
業
、
水
産
業
の
出
荷
額
を
平

成
二
十
三
年
度
に
は
三
億
に
し
、人

口
に
つ
い
て
は
、
七
百
人
を
キ
ー
プ

す
る
。こ
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る

に
は
、
議
会
、
住
民
、
職
員
が
熱
い

思
い
を
持
っ
て
詳
細
計
画
を
作
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方

式
で
作
業
展
開
を
図
り
ま
す
。（
三

月
定
例
）

二
、
緊
急
対
策
だ
か
ら
と
言
っ
て
無
理

に
短
期
的
な
仕
事
を
作
っ
て
お
金

を
使
う
の
で
は
な
く
、
①
特
産
品

開
発
、
②
定
住
促
進
、
③
将
来
島

を
担
う
若
手
人
材
養
成
、
な
ど
の

投
資
的
な
人
材
確
保
の
為
に
、
大

切
な
お
金
を
使
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

三
、
自
然
公
園
の
特
別
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
赤
壁
周
辺
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園
法
や
補

助
制
度
が
あ
る
の
か
、
用
地
問
題

等
も
あ
る
の
で
、
整
備
の
有
無
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

四
、一
番
肝
心
な
こ
と
は
村
の
畜
産
業

の
人
々
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

親
牛
を
増
や
す
と
同
時
に
出
荷
を

も
上
げ
る
と
い
う
同
じ
思
い
を
も

と
に
一
致
協
力
し
て
取
り
組
ま
ね

ば
達
成
が
出
来
ま
せ
ん
。ま
ず
増
頭

の
為
に
、
村
有
牛
の
貸
付
制
度
を

条
例
化
し
ま
し
た
、
定
住
者
の
担

い
手
確
保
の
為
に
現
在
制
度
設
計

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
六
月

定
例
）

五
、
平
成
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
年

度
の
隠
岐
島
全
体
の
観
光
宿
泊
客

数
の
減
が
四
十
四
％
で
あ
り
、
本

村
で
は
、
宿
泊
者
数
の
減
も
な
く

三
千
人
前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
宿
泊
を
主
と
し

た
交
流
目
的
の
観
光
行
政
を
盛
り

上
げ
て
定
着
さ
せ
て
行
く
か
を
考

え
て
行
き
た
い
。

六
、
青
空
市
場
等
で
魚
介
類
の
割
安

販
売
の
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
漁
民
の

組
合
組
織
、
J
F
し
ま
ね
知
夫
出

張
所
の
政
策
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
行
政
が
指
示

し
た
り
、
交
渉
し
た
り
す
る
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

七
、
今
は
目
標
達
成
の
見
通
し
を
示

す
段
階
で
は
な
く
、
雇
用
支
援
、
着

業
支
援
、
住
宅
支
援
、生
活
支
援
な

ど
、
制
度
設
計
を
し
た
上
で
、
下
期

に
は
条
例
化
予
算
化
を
し
た
上
で

早
く
活
動
を
実
施
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
九
月
定
例
）

八
、
村
の
自
立
存
続
の
為
に
、
高
齢
化

が
進
ん
で
も
人
間
の
尊
厳
を
保
ち

な
が
ら
生
き
る
こ
と
が
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
事
か
知
る
上
で
も
社

会
教
育
は
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。社
会
教
育
の
先
進
地
の
他

町
村
の
い
い
と
こ
ろ
は
真
似
る
、身

の
丈
に
あ
っ
た
社
会
教
育
に
拘
る

と
い
う
こ
の
二
点
を
考
え
て
い
ま

す
。

◎
井
尻
議
員

【
質　

問
】

一
、
イ
ワ
ガ
キ
筏
の
増
設
に
つ
い
て

二
、
貯
水
槽
の
新
設
に
つ
い
て

（
答
弁
）

一
、
イ
ワ
ガ
キ
は
ま
だ
ま
だ
伸
ば
せ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
U
・
I
タ
ー

ン
者
が
就
業
す
る
最
適
な
業
種
と

思
っ
て
い
ま
す
。イ
ワ
ガ
キ
生
産
者

の
中
で
も
色
々
な
問
題
を
か
か
え

て
お
り
、
関
係
者
が
一
本
に
ま
と

ま
り
、
各
団
体
が
ど
う
分
担
し
て

働
い
て
い
く
の
か
な
ど
、
共
通
の

理
解
目
標
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

二
、
村
で
日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
水

道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
必
須
の
整
備
で
す
。中

期
財
政
計
画
の
公
債
比
率
等
の
推

移
を
見
な
が
ら
水
道
事
業
関
係
で

整
備
す
る
の
か
を
検
討
し
、
安
全
、

安
心
な
飲
料
水
の
確
保
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

主
な
安
件
決
議

○
教
育
委
員
会
委
員
に
隠
木
哲
朗
氏
・

山
本
修
司
氏
を
選
任
同
意
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
小
西
吉
春
氏
を
選
任
同
意
し
た
。

○
村
有
牛
貸
付
条
例
制
定

※
島
前
地
区
内
で
の
生
産
さ
れ
た
優

良
な
肉
用
牛
の
確
保
と
生
産
者
の

生
産
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
本
村

の
肉
用
牛
の
改
良
及
び
増
殖
並
び

に
後
継
者
育
成
に
資
す
る
目
的
で

制
定
さ
れ
た
。

○
知
夫
村
定
住
促
進
条
例

※
人
口
減
少
と
過
疎
化
に
歯
止
め
を

か
け
、
本
村
の
活
性
化
を
目
指
し
、

U
タ
ー
ン
者
I
タ
ー
ン
者
の
定
住

促
進
を
図
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
。

○
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

※
全
て
の
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
患
者
救
済

の
た
め
に
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基

本
法
を
早
期
に
成
立
さ
せ
る
こ
と

の
陳
情
を
採
択
し
て
、
内
閣
総
理

大
臣
他
四
名
に
意
見
書
を
提
出
し

た
。

佐々木信夫氏の講演
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ふ
れ
あ
い
給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

今
年
の
七
月
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
給

食
を
食
べ
る
〝
ふ
れ
あ
い
給
食
〟
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域

の
方
十
名
ほ
ど
と
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
食
事
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち
の
顔
と
名
前
も
覚
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
手
際
よ
く
給
食
の

準
備
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
き
び
き
び
し
た
様
子
に
、
家
で
見
る

感
じ
と
全
然
（
？
）
ち
が
う
と
皆

さ
ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
給
食
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
美
味
し
い

給
食
を
食
べ
な
が
ら
語
ら
い
ま
せ

ん
か
！

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
献
立
に
、
う
ま
い
！
と
舌

鼓
を
う
ち
、「
こ
れ
な
ら
毎
日
養
っ

て
ほ
し
い
な
あ
～
」
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。（
笑
）

知
夫
村
の
学
校
図
書
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た

村
内
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
本
の
整
理
、
整
頓
を
し
て
下

さ
り
、
新
書
も
沢
山
購
入
す
る
こ

と
が
出
来
図
書
館
さ
な
が
ら
の
立

派
な
図
書
室
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
貸
し
出
し
に
関
し
ま
し
て
は

た
だ
い
ま
準
備
中
で
す

村
民
の
皆
様
に
は
ま
た
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

建
設
課
の
業
務
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

村
道
、
村
管
理
河
川
、
橋
、
港
湾
の
維
持

管
理
、
ま
た
集
落
外
の
道
路
の
街
灯
、
薄

毛
、
古
海
の
港
の
街
灯
や
防
波
堤
の
標
識
灯

の
管
理
。

仁
夫
、
来
居
、
薄
毛
の
村
営
住
宅
の
入
退

去
手
続
き
、
家
賃
徴
収
や
維
持
管
理
業
務
。

ま
た
水
道
、高
速
艇
「
ち
ぶ
」
の
維
持
管
理
。

し
尿
処
理
、
ゴ
ミ
収
集
、
下
水
道
施
設
の

管
理
は
個
人
、
専
門
業
者
の
委
託
と
し
、
職

員
は
ゴ
ミ
袋
を
各
商
店
に
納
入
し
た
り
、
下

水
道
料
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
以
上
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
を
三
名
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

隠
岐
地
区
教
育
懇
話
会

九
年
ぶ
り
に
知
夫
村
で
開
催

教
育
懇
話
会
は
、
年
に
一
度
県
内
三
か
所
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
隠
岐
地
区
で
の
会
議
は
、
八

月
二
十
日
に
知
夫
村
役
場
二
階
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。教
育
行
政
の
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
県
教
委
と
当
該
地
区
の
教
育
関
係
者
が
話
し
合

い
、
相
互
理
解
と
協
力
関
係
を
深
め
、
地
域
の
教
育
行

政
を
充
実
さ
せ
、
本
県
の
教
育
行
政
を
一
層
推
進
す

る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
二
部
構
成
と
な
り
、
一
部
で
は
隠
岐

管
内
の
教
育
委
員
の
研
修
を
行
い
、
二
部
で
は
講
演

を
も
と
に
、
校
長
会
を
は
じ
め
隠
岐
島
内
各
教
育
団

体
の
代
表
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。今
回
一
部
の
研
修
会
で
は
、
島
根
県
教

育
長
の
講
話
や
県
教
育
委
員
会
の
主
要
施
策
、
ま
た

学
習
指
導
要
領
の
改

訂
等
に
つ
い
て
研
修

し
、
二
部
で
は
、
開

星
中
学
・
高
校
の
講

師
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
キ
ッ

ド
さ
ん
の
「
教
育
と

E
D
U
C
A
T
I
O
N
」

と
題
し
た
講
演
を
聞

き
そ
の
後
、そ
の
講
演

内
容
を
も
と
に
参
加

者
約
四
十
名
で
意
見

交
換
を
行
い
閉
会
し

ま
し
た
。

建 設 課 だより

燃
料
節
約
、
エ
コ
、
守
っ
て

下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す

○
粗
大
ご
み
、
大
型
粗
大
ゴ
ミ
は
分
類
別

シ
ー
ル
を
貼
る

○
生
ゴ
ミ
は
し
っ

か
り
水
切
り

○
カ
ン
、
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
専
用
の
袋
に

入
れ
る

教育委員会 だより

昔のきれいな
知夫里に
もどれたら
いいですね

�


